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調査期間は，2012（平成 24）年 10月 1日～ 12月 25日である．回収状況は，①対象母数：






数の平方根で除した等価世帯所得を求めた結果，中央値が 300万円となった．その 2分の 1であ
る 150万円の世帯を本研究（本稿）では「貧困層」と呼ぶことにする．
等価世帯所得は４つにカテゴライズした．① 150万円未満（＝貧困層），② 150万円以上 300
万円未満，③ 300万円以上 600万円未満，④ 600万円以上，の４区分である．なお，所得を収入
と同じ意味として用いる．
回答者及び配偶者の年齢は，① 20歳未満，② 20歳～ 29歳，③ 30歳～ 39歳，④ 40歳～ 49











































150万円未満 150-300万円 300-600万円 600万円以上
絶対値１ 費用 病気 病気 病気
２ 病気 費用 病気 +友達 病気 +友達
３ 病気 +費用 友達 友達 病気 +将来 +友達
相対値１ 費用 友達 病気 +友達 病気
２ 病気 +費用 友達 +費用 病気 +将来 病気 +将来 +友達




















絶対値 150万円未満 150-300万円 300-600万円 600万円以上
１ 生活費＋仕事 生活費 仕事 仕事
２ 生活費 生活費＋仕事 生活費＋仕事 仕事＋や
３ 生活費＋仕事＋や 仕事 仕事＋や や相対値１ 生活費＋仕事 生活費＋や や 仕事
２ 生活費 生活費＋仕事＋夫 仕事＋夫 仕事＋や





















150万円未満 150-300万円 300-600万円 600万円以上 計
実数 360 1,038 1,159 168 2,725
割合 23.5％ 22.7％ 22.9％ 19.5％ 22.6％
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図表５のとおり，貧困層のうち 23.5％が社会的孤立という問題も抱えており，それは他の階
層と比べて最も高い割合を占めている．つまり，貧困層は他の階層と比べて社会的孤立という問
題も抱えやすいということである．
２．考察　－貧困層にみる子育て・家庭生活の悩み・不安・困難の諸相
まず，貧困層における子育ての悩み・不安・困難について考えてみよう．全階層では「子ども
の病気」「子どもの友達」「子どもの将来」の３つの悩みや不安が高かった（図表１）．ところが
階層別にすると，「子どもの学習面の遅れ」と「子育て費用の不足」とが所得が低くなるほど高
い結果となった．これら２つの項目は所得の減少によって抱えやすい，つまり所得の増減とリン
クしやすい問題といえる．一方，「子どもの病気」と「心配なし」については，所得が低くなる
ほど低い結果となった．最も回答率の高かった「子どもの病気」が，世帯所得が低くなればなる
ほど低くなるのはなぜだろうか．子どもが病気になっても仕事を休める環境にあるからだろう
か．または，子どもの病気にさえ頭が回らないほど生活に困窮しているからだろうか．貧困層の
「特に心配なし」の回答率が高かった理由と合わせて今後の課題としたい．また，当然のことと
はいえ，貧困層の「子育て費用の不足」が 44.2％と他項目を抑えて最も高い割合を示した．貧
困層は目の前の子育てを切り盛りすることに精いっぱい．しかし同時に「子どもの将来」につい
ても他階層と比べて貧困層の回答率は高い結果となっている．この点を考えれば，貧困層は，他
階層の保護者と同様に子どもの未来を真剣に考えているのであり，これと現状とのギャップを強
く認識していることがうかがえる．つまり，「貧困の連鎖」に不安を抱えていると言ってよい．
いずれにせよ，わが子が乳幼児期の段階から「将来」に不安を抱えている保護者が 25.8％（４
人に１人），さらに貧困層のそれが 31.4％（約３人に１人）だった点は特筆すべき点である．さ
らに図表３を見ると，それでもなお貧困層の悩み・不安は「病気」や「友達」「将来」よりも
「子育て費用の不足」に強くあることを指摘しておきたい．
次に，貧困層における家庭生活の悩み・不安・困難を見てみよう．全階層では「仕事」と「生
活費」の回答率が高かった（図表２）．ところが階層別にすると，「生活費」と「借金」「病気・
障害」の３つが低所得になるほど高い結果となった．これらも所得の増減とリンクしやすい問題
と言える．たしかに借金をするほど生活費に余裕のない家庭は，病気の治療も抑制しかねない．
一方「特にない」のみ低所得になるほど低い結果となった．これも先述の「心配なし」と合わせ
て今後調べてみたい．
図表４をみると，貧困層の絶対値と相対値のランキングはまったく同じである．よって，「生
活費」「仕事」「やりたいことができない」の３つが貧困層を象徴する生活問題であることが明確
になった．
また，「やりたいことができない」を組み合わせのひとつにしている点を考えれば，「やりたい
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こと」があるという「強さ」を貧困層の保護者はもっていることがわかる．ところで，１階層上
の「150万から 300万円世帯」と比較すると，「夫婦間不和」があるかないかの違いだけに見え
る．しかし，この階層は「生活費」と「やりたいことができない」の組み合わせが他階層と比べ
て最も高い．ということは，所得が上がれば「やりたいこと」が貧困層に比べてより明確になる
のかもしれない．さらに「300万円」以上の所得になれば，「生活費」の不安から脱出でき，今
度は「仕事」にかかる不安が大きな位置を占めるようになる．
最後に，図表５からわかるように，実に貧困層の 23.5％が社会的孤立を抱えている．構成割
合を見るかぎりでは，所得が低ければ低いほど社会的孤立になりやすいわけではない．しかし，
貧困層の約４人に１人が社会的に孤立しているという事実を深刻に受け止めなければならない．
彼らは保育所保護者として保育所に日常的にアクセスしているにもかかわらず，である．よっ
て，保育所は貧困家庭の生活を支えるだけでなく，これ以上孤立させないための防波堤にもなっ
ていると言える３）．
３．課題
名古屋市という地方都市に限定されているものの，保育所保護者における子育て及び家庭生活
の悩み・不安・困難の実態とその貧困層に見られる特徴を明らかにすることができた．さらに研
究を進めるためには次のような課題が残されている．
本稿で分析した保育所保護者アンケートの調査項目は一部である．他に，①「イライラしたこ
とがある」などの具体的な子育て経験，②保育所・保育制度への要望，の項目もある．よって，
貧困層や社会的孤立世帯の幼い子どもの親が具体的にどのように子育てを経験しているのか，今
回と同様に検討し，乳幼児期の貧困問題の構造を明らかにする．また，本稿で明らかになったよ
うに，貧困層において子育てや家庭生活の悩み・不安・困難に対して「特に心配なし」と答えた
保護者に対する分析も重要な課題である．これらをもって，乳幼児期の貧困に対する保育制度及
び保育実践のあり方を考察することが筆者の課題である．
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注
１）保育所保育指針に「地域子育て支援」や「保育所における保護者支援」が加わるに伴い，「家庭支援」
「家族援助」「保育相談支援」「保護者支援」などの専門書が出版されている．しかし，これらで取り扱
う事例などに「貧困家庭」を想定したものはほとんどないといってよい．もっとも，例えば子ども虐待
という事例に対して，その「背景としての貧困」がある場合は容易に考えられる．
２）拙稿（2014）「保育所保護者における貧困層の特徴　―名古屋市保育所保護者への生活実態調査から
―」『日本福祉大学社会福祉論集』第 131号
３）こうした貧困家庭を支える保育所の事例については，（赤旗社会部「子どもの貧困」取材班 2010），
（保坂渉・池谷孝司 2012）を参照されたい．
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